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○名 称   沖縄市管工事協同組合 
○所在地   事務所・倉庫  沖縄県沖縄市安慶田五丁目２番９号 
       資材置場(借地) 沖縄県沖縄市安慶田五丁目４６４－３ 

               沖縄県沖縄市安慶田五丁目４８６ 
○敷地面積  2,357 ㎡（720 坪）  

○代表理事  饒波 正廣 
○ﾎｰﾑｱﾄﾞﾚｽ    http：//www.okikankyo.or.jp 
○対象範囲  沖縄市管工事協同組合事業所、資材置場 
 
○組合員の資格 

（１）沖縄市より指定給水装置工事事業者並びに下水道排水設備指定工事店の指定を受

けている管工事業者であること。 
（２）組合の地区内（沖縄市）に事業場を有すること。 

 
○組合員の数    ２１名 
○役員の総数     ９名（理事７名、監事２名） 
○事務局役職員数  １６名（常勤役員１名、総務部６名、工事部９名） 
○出資金の額     ６８,３８０,０００円 
 
○組合の共同事業 
（１）共同購買事業『管工事関連資材全般     年間売上高 約３億６３百万円』 
（２）共同受注事業『下水道維持管理・土木工事等 完成工事高 約８８百万円』 
（３）各種事務代行事業 （４）教育情報事業 （５）福利厚生事業 
 
○組合の共同事業の許可事項 
 （１）建設業許可 
    イ．沖縄県知事許可 （特―１９）第３３９９号 
    ロ．工事の種類   土木工事業・管工事業、水道施設工事業 
 （２）官公需適格組合証明（取得：昭和５２年２月） 
    イ．許可行政庁   沖縄総合事務局  府経中小第２３２号 
    ロ．工事の種類   土木一式工事、水道施設工事 
 
○組合の関連企業 
（１）(有)中部管工事保険事務所  損害保険業務全般 
 

１ 

組組組組    合合合合    のののの    概概概概    要要要要    



環環環環    境境境境    方方方方    針針針針 

 

沖縄市管工事協同組合は、組合事業において生ずる環境負荷に配慮し、次の個別の方針

を定め、全職員が一丸となり環境保全に対する自主的な取組みを行なうと同時に、その活

動の内容と結果を、組合員に指導・普及する事で「地域環境・生活環境にやさしい管工事

業界」の実現を目指します。  

  

１． 事業活動による環境負荷の現状を踏まえた目標を定めて、環境保全活動の継続的な

改善に努める。 

２． 環境に関する法規制及び関連するその他の要求事項を遵守し、地域社会との調和に

努める。 

３． 環境負荷の低減を図るために、次の項目について具体的に取り組む。 

１） ＣＯ2（二酸化炭素）の排出量の削減 

２） 廃棄物の削減・資源の再利用・ﾘｻｲｸﾙ商品の積極的活用 

３） 粉塵・騒音・振動等の削減 

４） 雨水の活用などによる節水 

５） 構内外及び地域の緑化・清掃への取組みの強化 

６） 定期的な見直しと改善 

  7） 環境に配慮した製品（機器・資材）を販売する 

  8） グリーン購入の推進・調達に努める 

  9） 化学物質使用量の削減に取組む 

 

 

作成 年 月日 平成１８年１２月 25日 

会 社 名 沖縄市管工事協同組合 

代 表 者 名 代表理事 饒波 正廣 

管理責任者名 専務理事 岳原 孝 

 

                   改 定 履 歴 

平成 18 年 12 月 25 日 制  定 

平成 22 年 7 月 27 日 改  定 
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実実実実    施施施施    体体体体    制制制制    平成平成平成平成２２２２2222 年度年度年度年度            平成 22 年４月現在 

 

「「「「環境管理委員会環境管理委員会環境管理委員会環境管理委員会」」」」 

委 員 長：岳原 孝 ＜専務理事＞ 

副委員長：伊禮勝則 ＜工事部長＞ 

事務局長：島袋峰子 ＜EA21 事務局＞ 

委  員：桑江美恵子、上原欣活 ＜責任者＞ 

 

「「「「環境管理環境管理環境管理環境管理・・・・実施体制実施体制実施体制実施体制」」」」            （ ）担当 

 

    

    

   ＣＯ２排出量削減        大城エミ子（総務課） 

              上原 欣活            知念  勇人（工事課） 

 上地武久         ＜資材購買課課長＞      伊芸  敦（工事課） 

＜理 事 長＞                               安里 順二（業務課） 

 

饒波正廣 

＜副理事長＞ 

                    廃棄物削減・グリーン購入  新垣真奈美（総務課） 

 岳原 孝  島袋峰子    伊禮 勝則 新垣  健作（資材購買課） 

＜専務理事＞＜事務局長＞  ＜工事部長＞          瀬嵩  政明（工事課） 

                                       金城  妙子（業務課） 

                 兼次 伸也（業務課） 

                             

 

               節水・緑化・清掃      恵  俊春（資材購買課） 

               桑江 美恵子       高良   毅（業務課） 

                ＜総務課長＞       具志堅 明（業務課） 

                           金城 正樹（工事課） 

                          

                            

              

 

 

 

 

３ 



実実実実    施施施施    体体体体    制制制制    平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度            平成 2３年６月現在 

 

「「「「環境管理委員会環境管理委員会環境管理委員会環境管理委員会」」」」 

委 員 長：岳原 孝 ＜専務理事＞ 

副委員長：伊禮勝則 ＜統括部長＞ 

事務局長：玉城峰子 ＜EA21 事務局＞ 

委  員：上原欣活 ＜統括課長＞ 

 

「「「「環境管理環境管理環境管理環境管理・・・・実施体制実施体制実施体制実施体制」」」」            （ ）担当 

 

    

    

    ＣＯ２排出量削減       大城エミ子（総務係） 

              上原 欣活            知念  勇人（工事係） 

 饒波正廣          ＜統括課長＞       伊芸  敦（工事係） 

＜理 事 長＞                               安里 順二（業務係） 

 

普久原朝典 

＜副理事長＞ 

                    廃棄物削減・グリーン購入   新垣真奈美（総務係） 

 岳原 孝  玉城峰子    伊禮 勝則 新垣  健作（資材購買係） 

＜専務理事＞＜事務局長＞  ＜統括部長＞          瀬嵩  政明（工事係） 

                                       金城  妙子（業務係） 

                 兼次 伸也（業務係） 

                             

 

               節水・緑化・清掃      恵  俊春（資材購買係） 

               玉城 峰子        具志堅 明（総務係） 

                           島袋 秀信（業務係）                         
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環境目標環境目標環境目標環境目標とそのとそのとそのとその実績実績実績実績 

☆本組合は、平成 22 年 4 月にエコ 4 年目をスタートし、ｴｺｱｸｼｮﾝ 21 に取組む前の平成 17
年度（平成 17 年 4 月～平成 18 年 3 月）を基準年とし、平成 22 年度（平成 22 年 4 月～

平成 23 年 3 月）の目標を下記のように設定して取組んできました。 

 今後、中期的目標として平成 24 年度に CO2 総排出量を 25%削減とします。 
1111））））CO2（（（（二酸化炭素二酸化炭素二酸化炭素二酸化炭素））））のののの排出量削減排出量削減排出量削減排出量削減 

平成 20 年度から先 3 年間は、ｴｺｱｸｼｮﾝ 21 を取組む前の平成 17 年度（平成 17 年 4 月～平

成 18 年 3 月）を基準年とし、年間の目標を定めて取組みます。 
年度 

 
項目 

平成 17 年度 

基準年 

平成 21 年度 

（4 月～3 月） 

平成 22 年度 

（4 月～3 月） 

4～3 月実績 目標 実績 目標 実績 

電力使用量（kwh） 
事務所 51,996 (－22.0%) 

40,557 
（－26.2%） 

38,378 
（－27.0%） 

37,957 
（－29.6%） 

36,591 
化石燃料使用量（㍑） 

事務所+建設現場 15,630 （－19.0%） 
12,654.6 

（－19.4%） 
12,597.5 

（－20.0%） 
12,654.6 

（－4.5%） 
14,919.13 

LPガス使用量（kg） 20.6 （－50.0%） 
10.3 

（－70.4%） 
6.1   

CO2 総排出量（kg） 
建設現場 34,062 （－24.0%） 

25,887 
（－21.5%） 

26,746 
（－24.0%） 

25,887 
（+2.4%） 
34,868 

CO2 総排出量（kg） 
事務所 

33,512 （－18.0%） 
27,480 

（－22.6%） 
25,951 

（－23.0%） 
25,804 

（－24.9%） 
25,175 

 
 

年度 
 

項目 

平成 23 年度 

（4 月～3 月） 

目標 実績 

電力使用量（kwh） (－29.8%) 
36,501 

 

化石燃料使用量（㍑） （－19.0%） 
12,654.6 

 

LPガス使用量（kg）  
 

 

CO2 総排出量（kg） 
建設現場 

（－21.0%） 
26,909 

 

CO2 総排出量（kg） 
事務所 

（－23.0%） 
25,804 

 

５ 



取替前 

取替前 取替後 

取換後 

環境活動の取組計画と取組み結果の評価と課題（CO2 排出量削減） 
※判定基準：Ａ＝目標達成 Ｂ＝目標達成は出来ていないが削減 Ｃ＝削減出来ず 
 

取 組 み 計 画 評価・課題・改善策 

判定と 

削減率 

電

力

使

用

量

の

削

減 

①ｸｰﾗｰの温度設定の為、暑い日には、扇

風機を使用し、室内温度を調整する。 

（夏場 28度に設定、又冬場は 15度以下

の場合にﾋｰﾀｰを運転し、概ね 20 度を

目処に設定する） 

②使用していない場所の照明は、常に消

灯するよう意識付ける。 

 

③設計室照明の配置換えを行う。 

 

 

④非常灯・外部ﾄｲﾚをＬＥＤ電球へ交換

する。 

 

 

 

⑤ｸｰﾗｰのﾌｨﾙﾀｰ清掃は稼働時、月 1 回清
掃する。 

➀ｸｰﾗｰと扇風機を併用する事でｸｰﾗｰ

の温度を下げ過ぎずに、室内の温

度調整が出来たと思われる。 

 

 

②照明の徹底管理をする事で、目標

値以上の削減が出来たと思われ

る。 

③設計室の照明を 1 回線から 2 回線
へ切替える事で、無駄な電力を使

わなくなった。 

④24時間 365日点灯している非常灯

をＬＥＤ電球へ替える事により微

量ではあるが、電力使用量が削減

出来たと思われる。 

⑤設計室のｸｰﾗｰを省ｴﾈﾀｲﾌﾟに取り替

える事により、電力使用量が大分

削減された。（200Ｖから 100Ｖへ） 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

29.6%%%% 
減減減減    

    

 

 

 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

設計室照明 

設計室ｸｰﾗｰ 
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建設現場における CO2 総排出量 

 

 

   

 

 

※平成 22 年 11 月・1 月のｸﾞﾗﾌの上昇は重油購入の数量により上昇した。 

事務所における CO2 総排出量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取 組 み 計 画 評価・課題・改善策 

判定と 

削減率 

ガ

ソ

リ

ン 

・

軽

油

使

用

量

の

削

減 

➀毎月 1回の、車両点検の実施を徹底す

る。 

 

②資材販売倉庫のお客さんへ「ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ

ｽﾄｯﾌﾟ」の声掛けをする。 

 

③外出する際は、最短ﾙｰﾄでいけるよう、

事前にﾁｪｯｸする。 

④「ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ 10 のすすめ」の職員へ意

識付けする。 

        

➀毎月の車両点検により、タイヤの

空気圧を調整したり、故障部分の

発見が早くなった。 

②資材販売倉庫の「ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ」

声掛けを継続し、お客様に浸透さ

せていきたい。 

③現場に出る際には、あらかじめ地

図でﾁｪｯｸを徹底する。 

④ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ10のすすめを各社用車へ

添付しているが、まだまだ職員へ

の意識付けが必要である。 

 

 

 

 

 

Ｂ 

4.5%%%%    

減減減減    
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建設現場と事務所における CO２総排出量の評価と課題・改善策 

➀建設現場の CO２使用量は、目標－24%に対して、+2.4%と目標が達成できず、基準年度

に比べても増加している。これは遠方への工事現場が増加した事や、資材販売に伴う配

達等が増えた為だと思われる。今後ガソリン、軽油、重油と区別し、使用量を把握して 

 毎月の環境管理委員会で改善方法を討議する。 

②事務所の CO２総排出量は、年々減少傾向にあり、今年度は、－24.9%削減と目標以上 

の達成が出来た。 

これは、電力使用量を抑えようと、職員一人一人がアイディアを出し合った結果だと思 

われる。（設計室電気回線配置換え、非常灯・外部ﾄｲﾚをＬＥＤへの取替等） 

 

2）廃棄物の削減、資源の再利用、リサイクル商品の積極的活用 
一般廃棄物は、平成 19 年度を基準年とし、又産業廃棄物は平成 17 年度を基準年として、

目標を設定し取組んできました。 

①一般廃棄物 

(イ)単純焼却                          単位：㎏ 

年度 
 
項目 

平成 19 年度 

（4 月～3 月） 

平成 21 年度 

（4 月～3 月） 

平成 22 年度 

（4 月～3 月） 

基準年 目標 実績 目標 実績 

一般廃棄物

（kg） 1,114.2 （－24.0%） 
846.8 

（－19.6%） 
895.95 

（－20.0%） 
891.36 

（－40.3%） 
665.45 

 
(ロ)ｽﾁｰﾙ缶・ｱﾙﾐ缶の排出量 単位：㎏   

 
(ハ)ペットボトルの排出量(4回)   単位：㎏ 

 
               
 

(ニ)ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ､ｶﾀﾛｸﾞ、新聞紙の年間排出量(3回) 沖縄コロニー発行のリサイクル報告書より 
 
 
                                 

 
 
←直径 14 ㎝高さ 8ｍの木      

にて算出 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 
スチール缶 0 0 0 11.0 11.0 0 7.8 0 0 0 0 60.0 89.8 
アルミ缶 1.7 5.7 4.9 7.2 4.2 2.65 2.0 5.7 1.7 6.7 2.2 1.9 46.55 

 7 月 8 月 11 月 3 月 合計 
ペットボトル 35.0 21.0 60.0 30.0 146.0 

  9 月 11 月 2 月 合 計 
数量（kg） 1,640 380 220 2,240 
二酸化炭素 

排出抑制量（kg） 

248 58 33 339 
森林伐採抑制量（本） 33 7 4 44 

電力節約量（kwｈ） 1,607 373 215 2,195 
８ 



②産業廃棄物 
(イ)最終処分                   単位：ｔ  
 平成 17 年度 平成 22 年度 

実 績 目 標 実 績 実 績 
廃プラ 廃プラ・木材混合 

4.28 
廃プラ・木材混合 

(－3%)4.15 
0.83 +40.8% 

建築木材 5.20 
 

(ロ)再生利用（リサイクル業者へ） 単位：ｔ      産業廃棄物リサイクル率 
 
 
 
 
 

 今年度エコキャップを沖縄県エコ事業協同組合へ提供しました。 

 約 2 年で、4,800 個（12㎏）集める事が出来ました。 

 キャップをゴミとして焼却すれば 38kgの CO２排出量を発生する事になります。 

 6人分のワクチンを作ると同時に CO２削減も出来ました。 

 

 

 
 
 
 
 

  平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 
アスファルト 64.13 94.04 93.60 
コンクリート 35.75 41.6 58.92 

合 計 99.88 135.64 152.52 

 

取 組 み 計 画 評価・課題・改善策 

判定と

削減率 

廃

棄

物

の

削

減 

・ 

資

源

の

再

利

用 

①パソコンからの印刷は、印刷前

に画面上（印刷ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ）により

確認をし、印刷ミスを少なくす

る。 

②ﾒｰﾙや電子機器の活用によるﾍﾟｰ

ﾊﾟｰﾚｽを実施する。 

 

 

③職員はﾏｲ箸の使用を徹底する。 

 

 

 

 

➀パソコンからの印刷は、印刷前に画面

で確認するよう意識した事で使用量も

削減できたと思われる。 

 

②他社とのやりとり（申請書等）はﾒｰﾙ

を使うようになったが、電子機器の活

用が、まだうまく出来ていない。これ

からの課題である。 

③職員のﾏｲ箸使用は大分浸透してきてい

るが、まだ全員とまではいかないので、

これからも普及促進していきたい。 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

39.5%%%%

減減減減    

    

（ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ+ｱｽﾌｧﾙﾄ+ｺﾝｸﾘｰﾄ） 

  154.76 
  160.79 
（ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ+ｱｽﾌｧﾙﾄ+ｺﾝｸﾘｰﾄ+廃プラ+建築木材） 

100＝96.2% 
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３）粉塵・騒音・振動等の削減 

４）雨水の活用などによる節水（上水道使用量削減） 
   年度 

  
項目 

平成 17 年度 
基準年 

平成 21 年度 
（4 月～3 月） 

平成 22 年度 
（4 月～3 月） 

4～3 月実績 目標 実績 目標 実績 
上 水 道使用

量（ｍ3） 415 （－20.0％） 
332 

（－27.0%） 
303 

（－28.0%） 
299 

（－23.9%） 
316 
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 取 組 み 計 画 評価・課題・改善策  
廃

棄

物

の

削

減

・ 
資

源

の

再

利

用 

④収集運搬業者、処分業者との契約

書の保管管理の徹底。 

⑤身の回りの整理整頓を行う。 

 

④契約する際には、必ず契約書を頂き所

定の場所で保管している。 

⑤まだ身についていない職員もいるの

で、お互いに注意し合っていきたい。 

⑥資材購買課が仕入した際のﾊﾟｲﾌﾟの梱

包を各業者へ返却した事等で、一般廃

棄物が削減出来たと思われる。 

⑦産業廃棄物削減（ﾘｻｲｸﾙ率）は目標

98%に対し、96.2%の削減であった。 

 これは、今年度資材ﾔｰﾄﾞの移動があ

り、一時的に土砂や木材の排出が増加

した為だと思われる。 

 産業廃棄物に関しても、徹底して分別

を強化し、次年度の見通しをしながら

目標を立てていきたい。 

 

 取 組 み 計 画 評 価 と 課 題 判 定 

粉

塵 
・ 
騒

音 
・

振

動

等

の

削

減 

➀学校、病院近郊の工事は騒音・振動

を配慮し出来るだけ土曜日、祝日等

に行う。 

②機械整備に努め、高負荷運転（空ぶ

かし等）さける。 

③工事現場のｱｽﾌｧﾙﾄ、ｺﾝｸﾘｰﾄ切断の時

には、散水を行いながら切断する。 

④低騒音型機器の使用、騒音・防振設

備の設置・管理等により騒音・振動

を防止する。 

➀騒音、振動による苦情が出ないよ

う、少しずつ掘削する等を、心掛け

ている。 

②重機を使う場合には運転に充分配

慮する。 

③現場での散水をこまめにする事で、

ほこりがたたず苦情もなかった。 

④低騒音型、低公害ｴﾝｼﾞﾝ搭載の重機

に買換え使用。 

 
 
 
 
 

Ａ 
 



構
内

及
び

地
域

の
緑

化
・

清
掃

へ
の

取
組

の
強

化
 

 
 
 
 
 
 

環境活動計画と取組み結果の評価と課題 

５）構内外及び地域の緑化・清掃への取組みの強化 
 取 組 計 画 評価・課題・改善策 判定 
 ➀毎朝 10分前出勤を徹底し、全職

員で構内を清掃する。 

 

 

 

②年 2 回（7 月、12 月）は全職員

で構内の大清掃を行う。 

③構内の緑化活動（花壇の手入れ・

緑のカーテン）などに力を入れ

る。 

④地域の清掃等ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動には、

全職員が参加するよう呼び掛け

る。（回覧を回したり、時間帯を

決めたりする） 

①緑化・清掃には職員全員で積極的に

取り組み、全職員が毎朝 10分前（実
際には 30分～10分）出勤をし、自

分の担当箇所を清掃すると同時に

身の回りの整理整頓を行う。 
②お盆前や年末には、全職員で構内を

徹底してきれいにする。 
③構内に緑を増やすことや、緑のｶｰﾃﾝ

にて室温調整したことでｸｰﾗｰの温

度設定もできたと思われる。 
④環境に関するｾﾐﾅｰや各環境美化活

動へも積極的に参加している。 
 

 
 
 
 
 

Ａ 
 

 
 

      

 

   年度 
 

項目 

平成 23 年度 
（4 月～3 月） 

目標 実績 
上水道使用

量（ｍ3） 
（－28.0%） 

299 
 

 

取 組 み 計 画 評価・課題・改善策 

判定と

削減率 

上

水

量

使

用

量

削

減 

➀節水ラベルの貼付 

 

②工事現場の洗浄、花壇の水やり、

構内の散水は雨水 100％を目指

す。 

 

➀節水ラベルが剥がれている所など

は、貼り直しをする。 

②6月から 10月の間に雨水タンクの

一部に亀裂ができ、雨水を溜める

量が少なくなり、その間は水道水

を使うことが増えた為、目標達成

が出来なかったと思われる。 

 今後は修繕を早目に出来るよう手

配したい。 

 

 

 Ｂ 

23.9％ 

減 
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環境に関するｾﾐﾅｰや各環境美化活動等 

◎比謝川清掃作業参加（Ｈ22.6.13）  

◎沖縄市水道局との合同災害対応訓練（Ｈ22.10.13） 

◎沖縄こどもの国草刈り作業（青年部若水会）（Ｈ22.11.20） 

◎沖縄市産業まつりへのろ過装置設置（Ｈ23.1.22～23） 

◎全国中央会にて地域活性化貢献組合表彰（Ｈ23.1.28） 

◎おきなわﾏﾗｿﾝｼｬﾜｰ設置（Ｈ23.2.20） 

６）定期的な見直しと改善 
 取 組 計 画 評価・課題・改善策 判定 
定

期

的

な

見

直

し

と

改

善 

①毎月第 1 月曜日に環境管理委員会を

開催する。 

 

 

②年 1回内部監査を行う。 

 

 

 

③年 2回（5 月、12 月）に職員の全体会

議を行い、上半期の中間報告（4 月～

9 月）と年間（4 月～3 月）の報告を

する。 

➀毎月環境管理委員会を行う事で、 

問題点や課題が早目に見つかり早 

い段階で解決に向け取組む事が出 

来たと思われる。 

②環境管理委員が各部署の抜打ち検

査をする事で良い点は模倣でき悪

い点は早目に改善する事が出来た

と思われる。 

③上半期、年度末に会議を行う事で、

取組状況や改善すべき点等、委員

会では見逃した点も見えてくる。 

 又、職員の意見交換の良い場にも

なっていると思われる。 

 
 
 
 
 

 Ａ 

 全体会議での意見交換会の中から・・（6 月上旬） 
 Ｑ『家庭でやっているｴｺ活動を発表して下さい。』 
  ◎家ではまだｸｰﾗｰをつけていません。 
  ◎残飯処理機を活用しています。 
  ◎お風呂でお湯が出るまでの水を有効活用しています。（水を溜めて花木へ水やり等） 
  ◎車出勤から徒歩出勤にしました。 
  ◎車を軽自動車へ買い換えました。 
  ◎売れ残った花を事務所へ持ち込み緑化活動をしています。（息子が花屋さん） 
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環
境

に
配

慮
し

た
製

品
を

販
売

 

７）環境に配慮した製品（機器・資材）を販売する 
      単位：台 

 
 

       

 

 
８）グリーン購入の推進・調達に努める 
①環境に配慮した事務商品・作業服等の購入に努める 
②ﾘｻｲｸﾙ用紙の購入に努める（再生紙購入 100%） 
③環境に配慮した資材販売を促進していく 
 
９）化学物質使用量の削減に取り組む 
①使用する原材料における再生資材等の環境配慮製品の情報を収集する。 

②今後、化学物質使用量に関して数量を把握し、管理体制を強化して使用量の削減に努め

ていく 

 

次年度（平成 23 年度）の重点的取組 

電力使用量の削減 

・無理のない範囲でｴｱｺﾝの温度設定をして扇風機を併用する 

・設計室窓にｸﾞﾘｰﾝｶｰﾃﾝを作り、西日を防いで、暑さ対策をする 

・長時間席を離れる時は、ﾊﾟｿｺﾝの液晶画面をＯＦＦにする 

 

ガソリン・軽油使用量の削減 

・外出する際は、最短ﾙｰﾄでいけるよう、事前にﾁｪｯｸする 

・「ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ 10 のすすめ」の職員への意識付け 

 エコキュート エコフィール 
平成 20 年 1 0 
平成 21 年 2 0 
平成 22 年 10 7 

 取 組 計 画 評 価 と 課 題  
 ①エコキュート（給湯機）、エコフィー

ル（ﾎﾞｲﾗｰ）の普及促進に努める。 
①資材購買課でエコキュート（給湯

機）、エコフィール（ﾎﾞｲﾗｰ）の販売

を促進した事で、平成 20 年には販

売台数 1台であったものが、平成

22 年には 10台と増加した。 

 
 
Ａ 
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・給油の際ℓ当たりの走行距離を記録し、そのﾃﾞｰﾀを環境管理委員会で検討し、ガソリン使

用量の削減に努める。 

 

廃棄物の削減、資源の再利用 

 一般廃棄物 

・ﾊﾟｿｺﾝからの印刷は、印刷前に画面（印刷ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ）により確認をし、印刷ﾐｽを少なくす  

 る 

・ﾒｰﾙや電子機器の活用による、ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽを推進する。 

・職員に対してﾏｲ箸を使用する事を徹底する。 

  

産業廃棄物 

・分別の徹底を強化し、廃棄物削減に努める 

・今年度より組合事務所のリニューアルが計画されていることから事業の動きを把握し、

目標を設定したい。 

 

上水量使用量削減 

・工事現場の洗浄、花壇の水やり、構内の散水等は雨水 100％を目指す 

 

環環環環境関連法規境関連法規境関連法規境関連法規へのへのへのへの違反違反違反違反・・・・訴訟等訴訟等訴訟等訴訟等のののの有無有無有無有無 

環境関連法等への違反はなく、又関係機関からの指導や訴訟はありませんでした。 
 
代表者代表者代表者代表者によるによるによるによる全体全体全体全体のののの評価評価評価評価とととと見直見直見直見直しししし    代表理事 饒波 正廣    Ｈ23.6.30 
 平成 22 年度は、ここまで順調に来ていた CO２の総排出量削減に赤信号がともった。原

因として受注現場の広域化や、資材の現場納品の増、工事車両の燃費率悪化等が考えられ

るが、原因を精査し改善に繋げたい。電力使用量や廃棄物の削減、資源の再利用等は、目

標に対し具体的な改善がみられ、一定の評価が出来る。 
 また今年度は、当組合のｴｺ活動が全国中央会より評価され、「地域活性化貢献組合」とし

て表彰された。また沖縄県が平成 23・24 年度建設工事入札参加資格審査に於いて、ＥＡ

21認証に加点（5点）した事も大きく評価される。 
 当組合のｴｺ活動も 4 年余経過し、職員に心のたるみがないかどうか検証し、次年度は環

境に対する前向きな意識を維持するため、ｴｺ達成ポイント評価制導入のほか、現状に沿っ

た無理のない目標値への見直しも検討したい。又沖縄市内の建設関係団体を通じて、同認

証取得に向けた提案もしていきたい。 
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